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アオサギ 2
アオジ 5
ウグイス 2
オオタカ 1
ミヤマホオジロ 6

アオジ 1
イカル 1

アオサギ 1
アオジ 7
イカル 26
カワウ 1

アオジ 1

イカル 17

イカル 61①

カワウ 1

〔魚類〕
緑文字は純淡水魚、青文字は回遊魚を示す。

〔鳥類〕
青文字のは水辺の鳥類、黄緑文字は草地の鳥類、緑文字は

樹林の鳥類、丸数字については繁殖個体数を示している。

アオサギ 10
イソシギ 1
オオヨシキリ 6⑤

アオジ 1
イソシギ1

アオサギ 2
ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 2 ウグイス 1①

オオヨシキリ 1①
ダイサギ 1

アオサギ 1
ウグイス 1①

イカル 1①
ウグイス 1①

ウグイス 1①

サギ類の集団営巣地
・アオサギ： 10羽

当該地区で最も大きくまとまった河畔林
（ケヤキ－ムクノキ群落）

比較的緩やかな流れの瀬
19.0～20.0kmおよび21.0～22.0kmは、20.0～21.0kmの

区間よりも砂州の発達が見られず、河道幅が広くなっており、
比較的緩やかな流れの瀬が形成されていると考えられる。こ
のような瀬を利用するカマキリやアカザ等の礫床を利用する
魚類の他、アユの産卵床等が形成されている。また上流部の
○○堰での多くの回遊魚の遡上阻害から、当該地区の瀬等を
産卵場として利用する回遊魚も多いと推定される。

まとまった河畔林
当該地区20.0～22.0km付近の落葉広葉樹を主体とした河畔林は

○△川本川で最も大きくまとまった河畔林である。当該地区にはフク
ロウやカワアイサ等の樹洞をねぐらとする鳥類も確認されており、これ
らの鳥類の重要な生息地である可能性がある。また20.4～20.6kmの

河畔林ではサギの集団営巣地も確認されている。

耕作地と草原
19～21km付近の耕作地と放棄畑に形成さ

れた一年生草本群落にはオオヨシキリ、ミヤマ
ホオジロ、アオジ、ウグイス、イカル等、平地か
ら低山に至る草原や藪などに生息するさまざ
まな鳥類が生息・繁殖している。

アオジ 2
カワアイサ 1
カワウ 1

まとまった礫河原
当該地区の19～21kmの砂礫堆は○△川本川で最も大きく

まとまった礫河原であり、ツルヨシやカワラヨモギ等が繁茂す
る。またイカルチドリやイソシギ等の礫河原を繁殖地とする生
物の○△川唯一の生息地となっている。

※この河川環境情報図はイメージです

アオサギ 2
オオヨシキリ 1①
キビタキ 1
フクロウ 1①

河川水辺の国勢調査の利用例（参考）

「河川水辺の国勢調査」の結果は、全国の河川管理に有効活用されています。下図は
「河川環境情報図」といい、河川水辺の国勢調査の結果を地図上に示したものです。
この図から、整備や保全の必要性の高い箇所などを抽出しています。


